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P492-499 
Subterranean space use in Cappadocia: The Uchisar example 
カッパドキアの地下空間利用；ウチヒサールの例 
グローバリザーションが加速する中で、人間と自然の共存が大きな課題となっている今、カッ

パドキアは大きな勉強材料となる。特にウチヒサール地区は現在も洞窟の中に住民が住んでおり、

本文ではこの地区の地下空間利用方法について概説している。 

 
Fig. 2. Typology of religious spaces of Cappadocia: (a) hermit’s cell; (b) chapel; (c) chapel; (d) 
church; (e) cross-plan church; (f) monastery (Akyu¨rek, 1998). 
 



P500-507 
Numerical study on failure mechanism of tunnel in jointed rock mass 
亀裂性岩盤におけるトンネル崩壊に関する数値解析 
本文では RFPA という解析コードを利用して、亀裂の角度及び側圧係数がトンネル崩壊に及ぼ

す影響を検討している。RFPA は 2 次元有限要素法で、材料非線形性や材料破壊をワイブル分布

に基づいて表現し、モールクーロン式を適用し脆－塑性（brittle-plastic）をモデル化できるもの

である。さらに、初期から破壊までの過程をすべて表現できる。 

 

Fig. 8. Failure zone at a lateral pressure coefficient of 0.5. 
 

P531-538 
Optimum static and dynamic design of displacement chamber of headrace tunnel with 
bedding parallel shear zones in Siah Bishe Dam, Iran 
イラン Siah Bishe ダム放水路トンネルにおける、断層内に位置する可変チャンバーの最適設計 
イラン Siah Bishe ダムプロジェクトは現在建設中である。可変チャンバーは長さ 50ｍ、高さ

10ｍの地下空間で、断層内に構築される計画であり、この断層に配慮した設計がなされた。具体

的には、断層境界部をジョイント要素でモデル化したＦＥＭ解析をもちいて静的解析及び地震時

動的解析を実施した。その結果、支保仕様は吹付けコンクリート（t=20cm）、ロックボルト（Φ

35mm、L=3.5ｍ）、I 型鋼（82kg/m）0.85m ピッチとした。 

 
Fig. 9. Mesh modeling of displacement chamber without support. 



P561-573 
Numerical analysis to better understand the mechanism of the effects of ground supports and 
reinforcements on the stability of tunnels using the distinct method 
トンネルの支保や補強効果のメカニズムをよりよく理解するための数値解析（DEM） 
 本論文では PFC をもちいて、砂地盤のトンネルにおける以下の 4 つの検討を行った。 
・単線トンネルにおけるロックボルトとライニングの効果 
・併設トンネルにおけるロックボルトとライニングの効果 
・単線トンネル切羽におけるフォアポーリングと鏡ボルトの効果 
・トンネル接続におけるフォアポーリングと鏡ボルトの効果 

 

Fig. 12. Distributions of the particles (top) and of the contact force (bottom). 
 

 
Fig. 19. Distributions of the particles (top) and of the contact force (bottom). 

 



 
Fig. 22. Distributions of the particles (top), the contact force (middle), and the displacement 

vectors (bottom) by the secondary tunnel excavation. 




